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　補正予算では、新型コロナウ
イルス感染症対応地方創生臨
時交付金を使って生涯スポー
ツ施設を整備するための予算
50,800 千円を可決した。
　新型コロナウイルスが長期化
の様相を呈し、村民の健康福祉
の増進に大きな影響を及ぼして
いる。また、村のイベント、地
域の行事などが軒並み中止に追
い込まれるなか、これまで当た
り前のようにあった地域のコ
ミュニティーが失われつつあ
る。
　今回整備される新たなスポー
ツ施設は、新型コロナウイルス
対策に配慮した施設として、村
民の健康増進、地域のコミュニ
ティーを回復・発展させること
が目的となっている。
　同スポーツ施設は、トレーニ
ングフロアに高酸素ルームと低
酸素ルームを完備し、15 種類
のトレーニング用器具を設置予
定。さらに隣接する屋外には歩
行用プール 62.5 ㎡が新設され
る。改修予定面積は137.7㎡で、
立地については山の幸館西側、
現在使用されていない農産物加
工施設を活用する。

　令和２年第４回定例会が12月８日に開催され、人事案件４
件、条例・規則の改正３件、補正予算５件などが提案され、い
ずれも審議の結果、原案のとおり同意または可決した。 定 例 会

月12

【一般会計補正予算第６号　水上村生涯スポーツ施設整備事業】

Pick
Up!

健康増進と地域コミュニティーの発展に向けて
～　生涯スポーツ施設整備事業を予算化　～

ランニングマシーン

ラ
ン
ニ
ン
グ
マ
シ
ー
ン

ロ
ー
イ
ン
グ
系

鉄
棒・う
ん
て
い
系

バ
　
イ
　
ク
　
系

ダ
ン
ベ
ル
系

ベンチプレス

低酸素室
６～８人用

高酸素室
4～6人用

バイク系

バイク系 体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
系

水上村生涯スポーツ施設スポーツ器具配置予定

改修予定の山の幸館西側加工施設
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疑　  点を
　　　    いただす

●

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
新
設
に
つ

い
て

小
野
賴
年　

議
員

整
備
場
所
は
山
の
幸
館
の
加
工
施

設
を
改
修
す
る
と
な
っ
て
い
る
が
、

元
湯
を
利
用
す
れ
ば
経
費
も
節
減

で
き
、
温
泉
利
用
者
も
多
く
な
る

と
思
う
が
、
決
定
し
た
の
か
。

堤
田
教
育
課
長

国
か
ら
示
さ
れ
た
コ
ロ
ナ
対
策
交

付
金
の
事
例
集
を
用
い
て
、
空
き

施
設
を
利
用
す
る
。

米
良
哲　

議
員

ス
ポ
ー
ツ
器
具
備
品
購
入
費
と
し

て
９
８
０
万
円
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
購
入
す
る
器
具
の
種
類
と
使

用
料
に
つ
い
て
の
検
討
は
。

堤
田
教
育
課
長

低
酸
素
、
高
酸
素
ル
ー
ム
を
含
め

る
と
15
種
類
ほ
ど
に
な
る
。
今
後
、

設
置
条
例
の
中
で
使
用
料
を
お
示

し
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

●

災
害
復
旧
に
つ
い
て荒

嶽
晋　

議
員

農
地
災
害
に
つ
い
て
、
復
旧
の
見

通
し
な
ど
地
権
者
に
対
す
る
説
明

は
い
つ
頃
ま
で
に
ど
の
よ
う
な
形

で
さ
れ
る
予
定
か
。

甲
斐
建
設
課
長

発
注
の
時
期
等
の
打
合
せ
が
済
ん

で
か
ら
連
絡
す
る
よ
う
指
示
し
て

お
り
、
す
で
に
連
絡
を
始
め
て
い

る
。

林
道
災
害
に
関
し
て
、
山
林
所
有

者
に
対
す
る
説
明
は
。

甲
斐
建
設
課
長

林
道
に
つ
い
て
、
地
権
者
に
対
す

る
連
絡
は
考
え
て
な
か
っ
た
が
、

問
い
合
わ
せ
が
あ
れ
ば
再
来
年
ま

で
の
計
画
は
あ
る
程
度
立
て
て
い

る
の
で
そ
の
旨
伝
え
て
い
き
た
い
。

●

公
共
施
設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
つ
い
て

杉
野
久
志　

議
員

保
育
所
管
理
費
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工
事

と
あ
る
が
全
て
を
行
う
の
か
。

西
本
保
健
福
祉
課
長

両
保
育
所
と
も
全
面
改
修
の
予
定
。

小
中
学
校
と
庁
舎
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は
。

中
嶽
村
長

小
中
学
校
に
つ
い
て
は
学
び
舎
で

あ
り
、
予
算
確
保
が
で
き
れ
ば
速

や
か
に
行
う
。
庁
舎
は
一
番
最
後

に
な
る
と
思
う
。

ー
主
な
質
疑
ー
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後期高齢者医療特別会計
　歳入歳出予算の総額に 17万 2,000
円を追加し、総額を 3,588 万 4,000 円とす
るもの。

令和２年度水上村後期高齢者
医療特別会計補正予算（第２号）

簡易水道事業特別会計
　歳入歳出予算の総額に 10万円を追加
し、総額を 7,797 万 5,000 円とするもの。

令和２年度水上村簡易水道事業
特別会計補正予算（第４号）

国民健康保険特別会計
　歳入歳出予算の総額に 256万 9,000
円を追加し、総額を 3 億 2,482 万 2,000 円
とするもの。

令和２年度水上村国民健康保険特別
会計（事業勘定）補正予算（第３号）

介護保険特別会計
　歳入歳出予算の総額に 2,005 万
6,000円を追加し、
総額を 3億 9,868 万
6,000 円とするもの。

令和２年度水上村介護保険
特別会計補正予算（第３号）

いずれも審議の結果、原案のとおり可決した。

一般会計補正予算　5 億 5,410 万円 追加

歳入歳出予算の総額に 5億 5,410 万円を追加し、総額を 47 億 810 万円とするもの。
　庁舎エレベータ整備工事 450 万円、庁舎防火区画整備工事 400 万円、岩野保育所・湯山
保育所ＬＥＤ改修工事 150 万円、生涯スポーツ推進事業費 5,080 万円、令和２年災農地等
災害復旧費 8,340 万円、令和２年災林道施設災害復旧費 1億 1,350 万円、令和２年災公共土
木施設災害復旧費 2億 8,200 万円、単独災害復旧費 800 万円などの事業が追加計上された。

令和２年度水上村
一般会計補正予算（第６号）
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議会を傍聴してみませんか
次回の議会定例会は３月です
（手続は住所・氏名を書くだけです）

詳しくは議会事務局☎44-0319まで

議案番号 条　　　　例　　　　等 条例等の主な内容 審査の結果

議案第１号
水上村固定資産評価審査委員会委
員の選任同意

湯山馬場地区
川
か わ は ら

原 勝
か つ ひ で

英 氏を選任
同　意

（全員賛成）

議案第２号
水上村固定資産評価審査委員会委
員の選任同意

江代古屋敷地区
黒
く ろ ぎ

木 元
も と し

資 氏を選任
同　意

（全員賛成）

議案第３号 水上村教育委員会委員の選任同意
岩野里坊地区
千

ち ば

葉 弘
ひ ろ み

実 氏を選任
同　意

（全員賛成）

議案第４号 水上村教育委員会委員の選任同意
岩野川内地区
余
あ ま り

利 英
ひ で の り

徳 氏を選任
同　意

（全員賛成）

議案第５号
水上村国民健康保険税条例の一部
を改正する条例の制定

被保険者均等割額及び世帯別平等
割額を軽減する所得判定基準額の
見直し

可　決
（全員賛成）

議案第６号
水上村工場等設置奨励条例の一部
を改正する条例の制定

上位法である国の法律の改正にと
もなうもの

可　決
（全員賛成）

発委第１号
水上村議会会議規則の一部を改正
する規則

会議の欠席事由を拡大するもの
可　決

（全員賛成）

継続審査申出書
可　決

（全員賛成）

条例などの審議結果（補正予算を除く）
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本
村
の
耕
作
地
の
現
状
と
課
題

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

川
俣
産
業
振
興
課
長

　

令
和
２
年
の
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に

よ
る
と
、
経
営
耕
地
面
積
は
２
１
０

ha
で
、
昭
和
50
年
の
６
１
０
ha
か
ら

す
る
と
、
45
年
間
で
４
０
０
ha
減
少

し
て
い
る
。
ま
た
、農
業
者
の
高
齢
化
、

離
農
や
経
営
規
模
の
縮
小
、
後
継
者

不
足
、
兼
業
化
に
よ
る
農
地
の
遊
休
、

荒
廃
地
化
等
の
課
題
が
あ
る
。

本
村
の
耕
作
地
を
守
る
た
め
に

は
、
主
食
用
米
の
生
産
に
力
を

入
れ
る
の
が
一
番
だ
と
思
う
が
い
か

が
か
。川

俣
産
業
振
興
課
長

　

主
食
用
米
は
本
村
で
一
番
慣
れ
親
し

ん
だ
も
の
だ
と
考
え
て
お
り
、
政
策
的

に
進
め
て
い
き
た
い
。

県
は
球
磨
川
流
域
に
、
緊
急
治

水
対
策
と
し
て
、
水
田
の
貯
留

機
能
を
活
用
し
た
「
田
ん
ぼ
ダ
ム
」
を

推
進
す
る
と
発
表
し
て
い
る
が
、
村

と
し
て
の
考
え
は
。

中
嶽
村
長

　

今
回
蒲
島
知
事
が
流
域
治
水
、
川
辺

川
ダ
ム
が
必
要
だ
と
い
う
大
き
な
決
断

を
さ
れ
た
。
し
か
し
、
ダ
ム
だ
け
で
は

守
れ
な
い
と
い
う
こ
と
と
、
流
域
全
体

で
守
っ
て
い
く
と
い
う
発
想
か
ら
「
田

ん
ぼ
ダ
ム
」
を
考
え
て
い
こ
う
と
い
う

こ
と
に
な
っ
た
。
本
村
で
も
県
か
ら
依

頼
が
あ
り
、
20
ha
以
上
取
れ
る
湯
山
中

央
辺
り
で
実
証
実
験
を
や
ら
せ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

「
田
ん
ぼ
ダ
ム
」
は
す
ぐ
に
で

も
取
り
組
め
る
治
水
対
策
だ
と

思
う
。
そ
の
た
め
に
は
安
定
し
た
水

稲
栽
培
を
行
う
こ
と
し
か
な
い
と
思

う
が
、
そ
の
場
合
ど
う
い
っ
た
こ
と

が
必
要
に
な
る
か
。

中
嶽
村
長

　

高
品
質
で
売
れ
る
米
を
作
り
、
販
売

は
村
、(

株)

み
ず
か
み
な
ど
で
進
め

て
い
く
こ
と
が
一
番
だ
と
思
っ
て
い

る
。
主
食
用
米
の
栽
培
に
つ
い
て
は
、

ど
ん
ど
ん
推
進
し
て
い
き
た
い
。

৻
⥸
⾰
໧

Q. 増加する耕作放棄地対策は

A. 担い手の意欲が減退しない
　 施策を

答

答答

村の現状！今後の見通しは !!

問問

問

問 答

過
去
に
あ
っ
た
所
得
補
償
制
度

を
本
村
に
合
っ
た
形
に
変
え
、

耕
作
放
棄
地
対
策
、
安
定
し
た
米
づ

く
り
に
取
り
組
む
考
え
は
。

中
嶽
村
長

　

今
年
の
補
正
予
算
で
高
収
益
作
物

に
つ
い
て
国
の
施
策
で
10
ａ
あ
た
り

５
万
５
，
０
０
０
円
が
支
給
さ
れ
る
こ

と
を
農
家
に
広
く
周
知
し
た
。
加
え
て

農
家
の
生
産
意
欲
を
落
と
さ
な
い
よ

う
、
村
で
10
ａ
あ
た
り
５
万
円
を
上
乗

せ
し
て
支
給
し
て
い
る
。
ま
た
、
平
成

28
年
か
ら
村
単
独
で
の
新
た
な
担
い
手

給
付
金
制
度
も
つ
く
っ
た
。
今
後
も
農

家
を
継
い
で
い
く
人
た
ち
の
意
欲
が
減

退
し
な
い
よ
う
な
施
策
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

尾前　武志 議員

問答
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議会活性化
特別委員会

議員のなり手不足解消を
～　会議規則を一部改正　～

　平成31年の統一地方選挙における無投票当選者の割合は、町村議会で23.3％に達しており、
毎回増加の一路をたどっていることはご存知だろうか。
　近年、議員のなり手不足は全国的な問題であり、とりわけ本村のような小規模自治体には特
有の問題である。
　議会を欠席できる事由を見てみると、現行の規則では「事故のため」「議員本人の出産のため」
の２つに限られ、昨今の社会情勢に照らしたとき非常に厳格な規定となっている。
　議員のなり手不足を解消するには、地域に貢献したいと考えている多様な層の住民が、より
議会に参画しやすくなるよう環境を整備することも大切である。
　以上のことから会議規則の一部改正を行い、欠席事由に「疾病、配偶者の出産補助、家族の
看護又は介護、育児」を追加した。

議会活性化特別委員会　　　　　　　　　　
　　委員長　小野賴年・副委員長　山崎隆浩

議会活性化
特別委員会

議会ＩＣＴ化へ向けて
～　タブレット操作に全集中　～

　令和２年 10月 27 日、議会と執行部合同による
ペーパレス会議システムのオンライン説明会を開催
した。
　ペーパレス会議システムは、昨年の９月定例会で
「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付
金」を使った事業として予算化している。同システ
ムが搭載されたタブレットは、議会においては定例
会などの本会議や全員協議会などで、執行機関にお
いては課長会などの各種会議や長期出張中における
打合せ、あるいは在宅ワーク環境下でのオンライン
会議などで使用できる。これまでの紙の資料に替えてデータ資料を活用するため、紙や印刷費
が節減できるだけでなく利便性も高まる。
　当日は慣れない操作に悪戦苦闘。しかし、今後も様々な場面で利用することが想定されるため、
これも時代の潮流と前向きに捉えて議会のＩＣＴ化を進めていきたい。
　なお、定例会でスムーズに使いこなすには今後も研修が必要で、準備が整った時期を見て本
格的に活用する。

議会活性化特別委員会　　　　　　　　　　
　　委員長　小野賴年・副委員長　山崎隆浩

操作に苦戦する議会議員
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新
し
い
年
と
な
り
、早
い
も
の
で
１
ヶ
月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、

昨
年
か
ら
様
々
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
発

生
し
て
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
方
々
が
感
染
し
亡
く
な
ら
れ
て
い
る
。

　

国
内
で
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
は
じ
め
、
本
村
で
も
桜
ま
つ
り
な
ど

多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
延
期
ま
た
は
中
止
と
な
っ
た
。
ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ

れ
、
接
種
さ
れ
始
め
る
が
、
ま
だ
ま
だ
終
息
は
見
え
な
い
。

　

ま
た
、
昨
年
７
月
に
は
熊
本
豪
雨
災
害
が
発
生
し
、
多
く
の
人
命
が
奪

わ
れ
、
家
屋
に
浸
水
被
害
が
あ
り
、
自
然
豊
か
な
元
の
姿
に
戻
る
の
は
、

果
た
し
て
何
年
か
か
る
だ
ろ
う
か
。

　

私
た
ち
は
自
然
と
と
も
に
暮
ら
し
て
い
る
。
う
ま
く
付
き
合
っ
て
い
く

に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、
答
え
が
出
な
い
問
題
だ
と
思
う
。

　

今
年
は
丑
年
で
あ
る
。
一
歩
づ
つ
、
確
実
に
、
地
を
踏
み
し
め
て
、
ぼ

ち
ぼ
ち
、
前
に
歩
い
て
行
こ
う
。

尾
前　

武
志

広
報
特
別
委
員
会　
　
　
　

委
員
長　
　

米
本　

宗
徳

副
委
員
長　
　

山
崎　

隆
浩

委　
　

員　
　

杉
野　

久
志

尾
前　

武
志

上球磨消防
組合

議会議員

救命救急に力強い味方
～　通算４度目の寄贈　～

　令和２年 12月 24 日、上球磨消防組合消防本部で高規格救急自動車贈呈式が開催された。
寄贈した日本損害保険協会は、地域の防災力強化や救急医療体制の整備を目的として、消防車
両や救急車両を毎年全国に寄贈しており、上球磨消防組合へは高規格救急自動車一台が寄贈さ
れた。これまでも同組合には救急車やポンプ車などが寄贈されており、今回で通算４度目の寄
贈となった。

　寄贈された高規格救急自動車に内
装・装備等を施し、救急救命士によ
る高度な救命処置が可能となってい
る。地域住民の安心安全な暮らしを
守るため、長きにわたる活躍を期待
したい。

上球磨消防組合議会議員
　米本　宗徳

寄贈された高規格救急自動車

安牧神社の狛牛


